
開催しました

▲災害ボランティアセンター模擬体験の様子

▲災害ボランティア活動について(荒川　研　氏） ▲非常時に役立つ備蓄術について(野田　太一　氏）

令和元年度　災害ボランティア講座を

▲避難レベルと赤磐市の被災地支援について
　（赤磐市役所　くらし安全課　三宅　孝士　氏）

　１１月２４日（日）、赤磐市熊山浄化センターで、２７名の参加者のもと「令和元年度災害ボランティア
講座」を開催しました。今回は、赤磐市内から講師をお招きし、講話や模擬体験を通して災害ボランティア
や災害への備えについて学ぶ機会となりました。
　参加者からは、「具体的な話の拝聴や体験ができ、勉強になりました。」や「ボランティアができるか迷っ
ていたが、背中を押されたように思いました。」などの前向きなご意見・ご感想を多くいただきました。（関
連記事は、５ページにあります）

赤赤 磐磐 社社 協協

※この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金及び赤磐市社会福祉協議会会費によって発行しています。
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シリーズ

第８回
地区社協！桜が丘東～地区社協設置に向けて～

ワークショップin桜が丘東　
　11月17日（日）桜が丘東6丁目集会
所で、NPO法人みんなの集落研究所の
阿部典子氏を講師にワークショップを
開催しました。まずは、地域の「資源・
宝」と「課題」の洗い出しを行い、そ
の後資源を活かした課題解決のアイデ
ィア出しを行いました。

　桜が丘東地区社協　設立準備委員会　理事会
　12月4日（水）桜が丘東６丁目集会所で桜が丘東地区社協設
立準備委員会理事会が開催され、上記のワークショップで出た
アイディアをもとに地区社協で取り組んでいく活動について話
し合いが行われました。多くのかたが関われる魅力的な組織に
していくために、地区社協にどのような関わりが出来るのか、
それぞれの立場で出来ること、やってみたいことを引き続き協
議していくことが確認されました。

　各地域の公民館やセンターを会場に、地域の各種委員･団体等の多様な地域の関係
者や、行政関係者の皆様にご出席いただき開催をしています。実施された内容につい
ては、下記のとおりです。

　　　課　題　　

　　アイディア
・住民同士の挨拶･声かけ
・自然と集える場所づくり
・子どもたちに対する関わり、行事

今後も令和２年５月の桜が丘東地区社協設立に
向けて、具体的な話し合いがすすめられていきます。

・有償ボランティアで草刈り

・高齢者のゴミ出し

など

など

・近所付き合いの希薄化
・子ども会の運営
・空き地の管理

１１月２６日（火）
参加者：２１名

　これまでの座談会の内容を踏まえ、参加者全員か
らそれぞれの思いや考えを話していただきました。そ
の中で、「笹岡を地域ぐるみで良くして行こう」とい
う思いが一致し、地区社協立ち上げに向けて前向き
に進んでいこうという方向性に意見がまとまりました。

　各地区の「福祉活動」や「福祉課題･困りごと」につ
いて話し合いを行い、他地区の活発な活動も参考に、今
後地域で取り組んでいきたいことなど共有しました。
　参加者からは「賑やかな雰囲気の中での話し合いを続
けていけば、昔のような賑わいを少しでも取り戻してい
けるのでは」と感想をいただきました。

１１月１９日（火）
参加者：２９名

地区社協設置に向けて設立準備会の
開催など実施していきます。

各地区内でも輪を広げていき、座談会の意
見を踏まえ、話し合いを深めていきます。

福祉のひろば №90 令和2年2月1日



１１月９日（土）
参加者：１４名

１１月２３日（土）
参加者：２９名

１１月２９日（金）
参加者：２７名

　各地区での福祉活動の状況や福祉的な課題について話し
合いました。1時間半という短い時間でしたが、福祉活動
をされている中で、感じられていることや思いをそれぞれ
の代表のかたがたが語り、情報共有ができました。

　町内会ごとに「福祉課題・困りごと」「実施されている
取り組み」について話し合った後に、会場全体で意見等
の共有を行いました。
　参加者からは、「今まで各委員を越えて情報交換をする
機会がなかった。様々なかたの意見や思いが聞けて良か
った。」「みんなで山陽地域を盛り上げていければ」など
の感想をいただきました。

• 移動手段の確保
• 認知症のかたへの対応
• 担い手不足

• 近所での見守り体制の整備

　高月地域の福祉活動の紹介や、「地域での困りごと・課題」、
「地域の資源・取り組み」について地区、委員を越えて話し合
い、情報共有を行いました。
　参加者から「他地区の活動について知ることが出来て良かっ
た。」「定期的に話し合いをすることは大切だと感じた。」など
の感想をいただきました。

２月下旬頃、「今回出た課題に対し、高月地域で解決出来ることは？」について皆さんと話し合う場を設けていきます。

など

などなど

など など

この座談会で出た意見をもとに、各地区で話し合いの場を設けていきます。

２月下旬頃、「山陽地域に求められること、出来ることとは？」について皆さんで考えていきます。

福祉のひろば №90令和2年2月1日



ご近所福祉ネットワーク活動紹介ご近所福祉ネットワーク活動紹介
 
 

　区全体として取り組みを行っていくため、回覧板や区の新聞を利用
して協力者を募られた結果３０名程の協力員が集まり、次のような活
動されています。

主な活動：命のバトン配布、思いやり活動
目　　的：お互いが気に掛け合い、独りぼっちを作らないようにする
　　　　　きっかけづくり

①救急車を依頼

急病や怪我などの緊急の
際に消防署 119 番へ連絡

②発見・確認

救急隊員は冷蔵庫にある「命の
バトン」により医療情報を確認

③搬送

正確な情報により迅速に搬送
及び親族へ連絡

※「命のバトン」とは、あらかじめ記入した医療情報や連絡先などの必
　要な情報をもとに緊急時に救急隊員などに知らせるキットです。

　区・町内会において日常的な見守りや声かけなど、住民主体の支え合いのネットワークづくりの
推進を支援するため、予算の範囲内において助成金を交付します。

日常的な見守り・支え合いの体制
づくりを行う活動

自治会等の住民団体

令和２年４月１日～令和３年３月３１日

２０,０００円以内

令和２年５月２２日（金）

助成金交付要綱や申請書類
は本会ホームページに掲載
しています。

対象活動

対象団体

助成対象期間 赤磐市社会福祉協議会　地域福祉課
または各事務所お問い合わせ

助 成 額

申請期限

そ の 他

福祉のひろば №90 令和2年2月1日



令和元年度 第２回 赤磐市社会福祉法人連絡会
地域づくり推進部会

　赤磐市社会福祉法人連絡会地域づくり推進
部会が 11 月 28 日（木）に開催されました。
　今回は、総社市社会福祉協議会より「ふく
しネットそうじゃ」（総社市社会福祉法人社会
貢献活動推進協議会）の取り組みについて制
度の狭間にあるニーズを解決する取り組みや
昨年の豪雨災害での連携した活動などのお話
をいただきました。
　また、部会員の社会福祉法人広虫荘から小・
中学校や地域のサロンでの出前講座など活動
報告を受け、活動についてグループワークを
行いました。
　法人間での交流が図れ、今後の部会での取
り組みについて考える機会となりました。

▲「ふくしネットそうじゃ」活動報告の様子

のお知らせ育児用品無料交換会

詳細については、事務局（☎086-956-3700）へお問い合わせください。

ウィンター・ファミリー・フェスとは？

ご家庭で使わなくなった育児用品がございましたら、
ご持参ください。
1点につき同等のチケット1枚と交換します。

赤磐市子育てネットワークつむぎが主催で行う、0～3歳児と保護者
を対象にしたイベントです。

◎来場者全員に小チケット1枚進呈！
◎下記の該当者は１世帯に小チケット5枚進呈！
　新米パパ・ママ（第1子が1歳未満）、妊婦のかた

日 時 令和2年２月29日（土）
 　　1３：00～１４：００（受付12：30～）
 （ウィンター・ファミリー・フェスは10：00～14：00）
場 所 赤磐市桜が丘いきいき交流センター
対象商品
　【大物】大チケット1枚or小チケット5枚で交換
 例…チャイルドシート、ベビーカー、
 　　ベビーベッドなど
　【小物】小チケット1枚で交換
 例…絵本、おもちゃ、子ども服、
 　　紙おむつなど

①「平成３０年７月豪雨災害における災害ボランティア活動について」
　災害ボランティアコーディネーター・防災士　荒川　研　氏
②「非常時に役立つ水と米の備蓄術について」
　民生委員児童委員・防災市　野田　太一　氏
③「避難レベルと赤磐市の被災地支援について」
　赤磐市役所　くらし安全課　三宅　孝士　氏
④「活動時の注意点と災害ボランティアセンターについて」
　赤磐市社会福祉協議会
⑤災害ボランティアセンター模擬試験
⑥非常食の試食
⑦グループワーク「本日の講座を通して感じたこと」

福祉のひろば №90令和2年2月1日



赤磐くらし･しごと応援団
サポーター募集！

居室の掃除 片づけ 整理整頓

食料の受け取り
野菜の収穫

就労体験や
訓練の機会を提供

暮らし 仕事生活に困っているかたの　　　　や　　　を応援するため、継続的にボラ
ンティアとしてご協力いただける市民、団体、企業、商品等を募集しています。
皆様のご支援とご協力をお願いします！

福祉のひろば №90 令和2年2月1日



イベント情報

「ふれあい健康教室」
講師：高見 博子 氏（吉備国際大学 非常勤講師）
日時：２月25日・３月31日（火） 13：30～15：00
※持参物：タオル（手ぬぐい）

「第２回 出張落語」
演者：岡山大学落語研究会
日時：２月16日（日） 13：30～15：00

「ミニバンドの演奏とみんなで歌いましょう!!」
演者：まめごはん
日時：２月18日（火） 13：00～14：00

「『足王乃湯』ハワイアンステージ」
（生バンドの演奏とフラダンス）
演者：アロハメイツ・プメハナ大苅田・フランシスターズ
日時：３月21日（土） 10：30～12：00

「脳と身体のトレーニング IPU編」　要事前申込
講師：早田 剛 氏（環太平洋大学 健康科学科）
日時：２月14日（金） 13：30～15：00
定員：35名（２月１日 10：00～ 申し込み開始）
※持参物：タオル、飲み物

「認知症を予防するために自宅でできる５つのこと」
講師：時田 春樹 氏（川崎医療福祉大学 言語聴覚療法学科）
日時：３月３日（火） 13：30～15：00

「在宅で最期まで過ごすための準備」（赤磐シニア大学との共同開催）
講師：森戸 雅子 氏（川崎医療福祉大学 保健看護学科）
日時：２月27日（木） 13：30～15：00

健康講座

山陽老人福祉センターでは、以下のとおり健康講座や娯楽イベントを企画しております。
ぜひご参加ください（参加費無料・一部を除き事前申込不要）。

健康に関する話を聴いたり、身体を動かし
たりして健康寿命を伸ばしましょう 娯楽イベント みんなで歌ったり、演奏や落語を聴いたり

して、楽しい時間を過ごしましょう

２０２０明日葉会（水彩画）春の作品展のご案内２０２０明日葉会（水彩画）春の作品展のご案内
２月18日(火)～23日(日)10時～16時(最終日は15時まで)日 時

山陽老人福祉センター 健康の間場 所

昨年度の明日葉会 春の作品展の様子▲

　令和元年10月１日から11月30日までの期間、山陽老人福祉センターの愛称を募集したところ、赤磐市内外か
ら102点の応募があり、選考の結果、「あかいわほほえみプラザ」に決定しました。
　今後は、この愛称を広くＰＲし、皆様に親しまれ、山陽老人福祉センターを気軽に利用していただけるよう、職
員一同さらに努力してまいります。皆様のお越しをお待ちしております。

山陽老人福祉センターの愛称が

に決定しました!!
『あかいわほほえみプラザ』

景山 喜代子 さん（赤磐市周匝在住）

気軽に集えて笑顔になって帰れる場所になるように。

入賞者

愛称の理由

「足王乃湯」（天然温泉）
ゆっくりとくつろぐ
ことができるよ♪

たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました!!

＜明日葉会からのコメント＞
　昨年度に引き続き３回目の水彩画作品展を開催します。一人でも多くの皆様に
ご高覧いただければ創作の励みとなりますので、ぜひお越しください。

福祉のひろば №90令和2年2月1日
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公民館まつりバザー御礼

　１１月9日（土）熊山公民館まつり、11月17
日（日）赤坂公民館まつりの両会場でバザー
を行い、熊山では19 ,400円、赤坂では
182,000円の売り上げがありました。多くの
かたにお越しいただき、大盛況のうちに終え
ることができました。バザー収益金につきま
しては、地域福祉活動の財源として有効に活
用させていただきます。
　バザー開催に際しまして、多数の品を提供
していただいた皆様、また、品物のとりまと
めや当日の販売等にご協力くださいました
皆様に心より御礼申し上げます。

赤坂公民館まつりでのバザーの様子▲

ご協力
ありがとうございました!
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☎
卒園、卒業、ご退職

“おめでとう”“ごくろう様でした”
花に気持ちを託しては
いかがでしょうか

社会福祉法人岡山こども協会様より▲

　赤磐市社会福祉法人連絡会
加入の14法人より食料寄付を
いただきました。誠にありがと
うございました。

寄付御礼

福祉のひろば №90 令和2年2月1日
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